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A. テーマの目標   

図 1 に示した各計測器によって得られたデータ（電圧、温度）を用いて電気抵抗率

を算出し、電気抵抗率と温度の関係をグラフにする。また、その結果をテキストファイ

ルで出力する。  

これまで得られたデータ（データ解析ソフトである Igor ( Graphing and Data 

Analysis from WaveMetrics )を用いてデータを解析）には、電気抵抗率の温度依存性

に異常が観測されているので、その検討の 1 つの方法として分子の構造状態を

SolidWorks によりモデル化し考察する。3D モデル化をすることにより、観測された

異常現象を実際に目で見て考えることができる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    図 1 計測制御システム  

 

B. 制作物の説明  

 図 2 に今回作成した計測データの処理プログラムの実行画面を示した。  

 

 

 
 

冷却器  



図 2 計測データの処理プログラム実行画面  

 

○機能  

・計測結果が記録されているファイルを選択して「start」を押す。少し待つと結果が

グラフに表示される。  

・「start」を押す前にテキストファイルに書き出すかどうかをスイッチで選択できる。  

 

 

C. アピールポイント  

計測データの処理プログラムは、以下のような仕様になっている。  

・開始を任意にするために start ボタンを設置した。  

・プログラムを実行しても、「start」が押されるまで動作が待機するようにした。  

・動作の開始を LED の点灯によって確認できるようにした。  

・グラフ中の値をカーソルの位置で指示できるようにした。  

・プログラムを実行すると、前回のグラフがクリアされるようにした。  

・グラフでの出力は小数のままで、Y 軸の数値を自然数で表示し 10^-6 を省いた表示に

した。  

・グラフの軸の表示が自然数なのに対して、カーソルの位置による値の表示を少数点  

以下９桁まで表示できるようにした。  

・テキストファイルの保存の際、保存をせずにキャンセルをすると動作が止まるよう

にした。  

・出力されるテキストファイルに、測定データだけでなく物質の種類とその厚さ、測  

定時の電流の大きさと物質の形状を示す値も書き込めるようにした。  



D. 使用例   

・プログラムの実行。  

 

 

・ファイルの選択。  

 

 

・物質の種類 (Sample No.)、物質の厚さの記入。  

 



・テキストファイルへの出力の可否を選択する。  

 

・「start」を押し、LED の点灯を確認する。  

 

・グラフの表示後、テキストファイルへの書き込みを選択した場合は、保存先を選択  

し保存を押す。  

 

 

 



・動作後の結果。  

 

 

読み込んだデータ  

      

 

 



E. 達成度  

 

・計測器によって得られたデータをグラフ化しテキストファイルに書き出すことは達  

成できた。  

・SloidWorks による 3D モデル化をすることができなかった。  

 

F. 制作履歴   

・４月中旬～４月下旬：SolidWorks で 3D-CAD を学習。  

・５月上旬～６月下旬：テーマの選択・決定。  

・７月上旬～１０月中旬：LabVIEW の学習。  

・１０月中旬～１２月中旬：  LabVIEW による計測データの処理プログラムの作成。  

 

G. 考察  

作成工程として、まず根底になりそうな部分からプログラムを作っていき一つ一つ

をファイルとして保存し、順々に目標となる機能に近づけていった。  

ある程度形になった後、使い易さの面や必要な機能を考え始めた。なるべく通常付

いてそうな機能をつけるように心がけ、もし自分がこれを使用する際にはどのような

機能がほしいかを考えて思いつく限りを実装した。計測データの処理プログラムに関

しては完成できた。  

しかし、結果として発表までの期間内で 3D モデルを作ることはできなかった。報

告書作成までには 3D モデルを仕上げたい。  
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